












































































（2）　a. Is Sean there? 
　　 b. Yes, he is.











































に /aɪ/Raising と呼ばれる音韻規則があり，/aɪ/ という二重母音が無声子音の
前で /ʌɪ/ に変化する。
（4）　/aɪ/ Raising







　　　＋alveolar  → ［ɾ］ / ［＋vowel］ ____   ＋vowel
　　　＋stop　　　　　　 　　　　　　  －stress
　北アメリカの多くの英語方言では，（5）の Flapping の規則が先に適用され
るため，（3a）の /t/ も（3b）の /d/ も flap［ɾ］に変化する。その場合，［ɾ］
は有声音であるので（4）の /aɪ/ Raising の適用環境が崩れて，（4）は適用さ
れないことになるが，その結果，（3a）の writing も（3b）の riding も［'raɪɾɪŋ］
となり，同じ発音がなされることになる。一方，（4）の /aɪ/Raising が（5）
の Flapping よりも先に適用される地域（アメリカ合衆国北東部やカナダ）で
は，（3a）の writing の方だけが影響を受けて母音が /aɪ/ から［ʌɪ］に変化する。
なぜなら，（3a）の /t/ は無声子音であるが（3b）の /d/ は有声子音である
からである。
　（5）の Flapping の規則については，母音が［aɪ］であろうと［ʌɪ］であろ
うと関係ないので，（3a）にも（3b）にも等しく適用されて /t/ も /d/ も［ɾ］
に変化することになり，結果として，（3a）は ['rʌɪɾɪŋ]，（3b）は ['raɪɾɪŋ] とい
う発音になることになる。ここで注目すべきことは，（3a）の writing と（3b）

































（6）　a. You want some coffee?
　　 b. Last night’s party go well?
鈴木達也
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　　 c. She like a new house?
（7）　Want some coffee?
　（6a）―（6c）の例文は，一見平叙文を上昇イントネーションで発音する疑
問文のように見えるかも知れないが，（6b）の last night という過去を表す表
現と（went ではなく）go が共起していることや，（6c）で主語が三人称単数
の she であるにもかかわらず動詞 like に -s が付いていないことから明らかな
ように，実は（8）のように do や did，does が省略された例である。（二重取
り消し線は削除を示している。）
（8）　a. Do You want some coffee?
　　 b. Did Last night’s party go well?
　　 c. Does She like a new house?
　このように，インフォーマルスタイルではよく見られる削除現象ではある
が，（7）がインフォーマルスタイル故に助動詞の do と主語の you が自由に
削除された例であるかと言えば，そうではないことは，（9）のように主語だ
けを削除した例が容認されないことから明らかである。
（9）　a. ＊Do want some coffee?








（10）　a. Do you want some coffee?
　　　b. D’you want some coffee?
　　　c. D’you Want some coffee?






















































































の例は，いずれも Kachru and Smith（2008，第 4 章）からの引用である．なお，










14） 本節の説明は，Fromkin et al.（2000: 566―570）に基づいている。
15） ここでいう「文法」とは，統語論，意味論，音韻論のすべてを含む広い意
味での「文法」のことを指している。
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